
日本、紛争被害地域へ救急車を引き渡し 

 

2022年 12月 12日、日本、カナダ、アイルランドの支援で調達された救急車 10台が、アフ

ァール州、アムハラ州、ベニングシャングル・グムズ州、ティグライ州へ引き渡されました。日

本は、UNFPAのプロジェクト「アムハラ州とベニシャングル・グムズ州の紛争と COVID-19の

影響を受けた地域におけるジェンダーに基づく暴力（GBV）とセクシャル・リプロダクティブ・ヘ

ルス（SRH）対策」を支援しており、このプロジェクトの一環で救急車 2台の調達を支援しまし

た。 

アムハラ州等の保健医療システムは、紛争の影響により壊滅的な打撃を受けています。

今回調達した救急車は、性的・ジェンダー暴力の被害者、妊産婦などを含む女性・少女向け

に適時適切な保健医療サービスを提供するために各州に配備される予定です。 

引渡式において、伊藤大使は、エチオピアの保健セクターへの支援、中でも最も脆弱な状

況にある人々に焦点を当てた支援を継続することを約束しました。日本は UNFPAの新規プ

ロジェクト（予算 114万米ドル）を 12月 2日承認し、ＧＢＶとＳＲＨ対策への支援を継続してい

ます。 
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